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R虐sumd

CabbagearmylVOrmSrearedoneitherturnlp

orcabbageleaves .Were weighed and then

dippedintoethyl-parathlonemulsionofaseries

ofconcentrationsinthedifferentlarvalsbges

andatdifferentagesindayafterhatching.

TlleylVereimmersedfor30secondsat25oC.

andtheir/mortalitieswereexaminedoneday

later.ThoselarvaelVhicblVerefeedingonfood

plantleavesinnormalstatureatthetimeof

examinationlVereCOuntedassurvivedandtl10Se

lVlliclllVerenlOribundorceasedtofeedlVere

c()unted asdead,together lVith truedeath.

13ascdonthe mortalitiesthusobtained,the

medianlethalconcentrationsofethyl-parathion

emulsiontothisarmywormindifferentlarval

stagesandatdifferentagesindaywerecal-

culatedafterBLISS(1935).TheylVerePresented
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il一tables3-5.

Asghowninthetable5,andfig.1.M.L.C.

lVaSfound toincreaseCOnSistentlylVith tlle

advanceoflarvalgrolVtll,tlleincreasebeing
especiallyremarkableinthefifthandsixth

ユar.valstages･ItdoesnotincrcLISe.indirect

proportiontotheincreaseofbodylVeightaS

showninfig.2,andthreeperiods,C.g.from

the■thirdtothelate'fifthlarvalst.lge,from

thelattertotheearlysixthlarvalstageand

from theearlyrtothと1atesixthlarvalstage,
Seem toshowdifferentgradientsofincrease.

Th岳､relativeresistanceortheratioofM.LC.

totheaveragebodyweightwashighinthe

earlyandendperiodsoflarvalgroIVthaSSh01Vn

intable6.Thesefactsseem tosuggesttllat

theresistanceofthis armyworm to ethyl-

parathiondiffersbothqualitativelyandqlJan-

titatively.bcLoreandaftertheearlyperiodof

thesixthlarmlstage.

Thear･mywrom rearedonturnipleaves'was

foundt(Jbemore●resistantinthethird,fourth

andinlater･halfofthesixthlarvalstagethan

thearmylVOrmrearedoncabbageleこIVCS.This

differerlCeintheirresistancelVaSinexplicable

hythedifferenceintheirbodyweight.

RelationshipbetweentheAgean且t】leSusceptibilitytoBXCofAdtlltsofRice

WeevilandAzukiBeanWeevil.Akira GoTOJI(NationallnstituteofAgricultural

Sciences,Nishigahara,Tokyo,Tapan).ReceivedOct,17,1955,Bolyu-Kagahu,20,1狐

1fJ55(withEnglishresume,132).

20.コクゾウおよびアズキゾウムシの成虫の羽化後経過 E将 とBHC感受性とあ関係*
後傾 昭 .(良林省 員業技術研究所 良山科)30,10,17,受FJl

コクt/りおよびアズキ./サムシの成虫の老若度とBXC感受性との関係を接触煙幕法によって

明べた結果.前者<は感受性は羽化筏14日ま<大きく増大し 以後も若干の変動を続けるが,

後者のそれは雌唯ともにEI令が進むにつれて一方的に増大することがわかった｡

序 白

昆虫の殺虫剤に如する感受性の変異要田の一つに虫

の老若皮すなわち age二があるOこれは殺虫剤を用い

て害虫を駆除する場合に問超となるのは勿論であるが,

また殺虫剤の生物検定において鵬試昆虫を吟味する場

合考慮を欠くことのできないラj噸である｡
著者は,殺虫剤の室内における効力検定試験の眺試

見出として用い ら打て い るコクゾウSl'10♪Fu'zus

l:26

ory～～aeL.とアズキゾウムシ CalLosobrucJLtLSCILi"C,ト
sisL.の成虫について,日令と 1主HCに対する感受
性との関隣を3,raべたのでその結米を報告する.

なお,コクゾウとアズキゾウムシはともに的迦口に

属するが,前者は羽化後もお宅食を行い長1柳川にわたっ

て生存を続けるのに反して,後者はこの火映の場合の

ような灸件下では成山は食物をとらず吐Tj･:日数もli岨

･x･本朝の聖旨はすでにrl本広川jZtl虫′7:仝･応JTl劫物
学会合同大金 (ltJ51年,1tJ55年)において凝表した｡



F.7Ⅵあまりで.JJ･:抑l三tmrrJにみてIlll打と

只づた兄山であるO

このⅦZLfl1,を川すにあたって灯(帖の抑
校閲馴労った,凸柿'hgQ{黙技術研'AJl-gf
昆虫村石fT苅次技'LL･.'に心から抑札巾し
上げる｡

コクt/ウ成虫のE令とBEC感受性

材料および方法 供試昆虫およびそ

の飼育.保詔条件 :実験に用いたコク

ゾウSi10L'hl'lusorygaeL.は出林'B

凸英検韮所 (如京都小平町)の系統で

防 山 科 tlt'節 2U 懸-rY

Tnble]･ T̂ort･1.1iltyOfrice､vccvilshythe bonttlCt
Wl'th)′lHIC川mlnrelationtotheirageindaysafter
CmCrfrcnCC

ある｡

ii径1.2cm,花さ8cm のシャーレに玄米200grを

入れ,それに約500匹の成虫を放って産卵させ,飼育

の結卿 守られた次肘 eの羽化成虫を眺試した｡飼育削

皮は平均290C, シャーレの中の関係氾皮は,飼育FT]

シャーレの詔に垣径3cmの孔をあけ,釆冷紗を貼り,

とのシャーレを過飽和食出水によって内部の関係湿度

を調節してあるデシケ-クーの巾にmくことによって'

75%前後に搾った｡

羽化脱山した成虫は毎日闘い分 け,粒径4cm,拓

き7cmの広口瓶数倍に移し,飼料の玄米を入れて'

瓶のF]を燕冷紗でおおい,飼刑 寺と同様の瓜湿度条件

に保誕した｡なおその際,玄米矧 と対する見出の密度

が過大にならないように田志した｡

試験方法:BHCの結晶(γ99.95%)をベンゾール

に溶解して 0.0002-0･004%の問で5段階の氾皮の格

技を得,その0.07ccで,tEi径1cm,長さ10cm のガ

ラス･チューブの内壁を万迅なく潤し,沿妹を茶発さ

せて13IICの皮膜を作った｡

このようにして準附された各チューブに,所走の令

のコクゾウ成虫約10匹と玄米数粗 く飼料)を入れ,チ

ューブの口に綿栓を施し,2fJOCの恒温巾に放田して

4即.fjFL'FJ後に殺虫率を調べた｡対照としては,BHCの

べきである｡

実 験 系吉畏 コクゾウ成虫を,ベt/ゾール浴液の蒸

発によってJJiじた BHCの皮膜に48時間接触せしめ

た後の殺虫率を各日令I渋皮別に示すと那1表のよう

になる, 今考究SのCn'r上, 自然死亡率を ATlF)OTの

方式に従って祁Il:し,p-一T･qSが捉HItJた Prohit法
にJ:つて,各日令応に批成 一牧山串の関係を首線に変

換するとその方程式は耶2矧 こ示す とお りとなる.
,T2疲定の郎凪 同相-d線は7日El(実験のくりかえ

し5回)と21日日 (くりかえし7Er71)を除いて他はこ

とごとく~p-0.05以上でTl31州債と仙川.Tt差の椅四円

で一致することがわかった｡

gi'2衣の珂仰山緑から)RめられたLC150(中央致死

孤粧)のllr(おJ:ぴf･L_Q交仕の標準偏差を節3表に示す.

LC-rJOの動きをみると,羽化脱出当日から14日目ま

で減少の一途をたどt),21日日で一旦増大し28日日

になると再び減少している.この関係を図示すると窮

1図のようになる｡

また感受性の標準偏差は,脱山当日から3日日,7

日日と.pLLt準に減少し,14日口でn-び脚大して以後ゆる

やかに変朔している (耶1回lo

TEli<紋の代りに桁妹のベ ンゾールでチユー Table2. Alorhlity-conccntmtionrcgrcssionsolrice

プの内壁を潤したものを用いた｡

恐山試験の紙脚ま,tJ≒試昆虫をtE虫と

死出とに分けて教え,幻lrfの先で触れて

みて少しでも捌くものは/Ji.全然動かな

いものを光とした｡

各令,銘況班についてこのような実験

を5-10Mくり返して.1flに穴の可均 化に努

めた｡

なれ コクゾウの nlICに刈する柁伽

は密閉耶巾で行われたので.m TCガス

の放諮効果も当然鋤い1=もC)とみなさる

weevilssholVingtherelation I)どtheir.lgCirlthys
afteremergenectotheirsIJSCCPtjhilitytothecont.let
withyBHCfilm.

Ageindays
after
emergence

O.5土0.5

2.5士0.5

6.5士0.6

_13.5士0.r)

20.5土OJJ

27.rT土0.rI

Mortality-conccntr.ltion
regression が lnl p

Y-5.4226-1.9268

Y-4.5864-2.4070

Y-4.8234-3.1207

Y-5.3029≡;2.2483

Y-4.7800-2.5345

Y-r7.1tr:h7f)-2.3906

(XTl.0225)

(X-0.4707)

(X-0.4809)

(Ⅹ-0.4903)

(Ⅹ-0.5246)

(X-0.r)OSG)

>0.05

>0.30

<0.001

>0.10

<0.01

>0.0.-J
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Table3. Indicesshowing thevariationofriceweevilsof
differentagesinthesusceptibilitytoBHC.

Table4. Mortalityofazukibeanweevilsbythecontactwith
BHCfilminrelationtotheirageindaysafteremergence.

Table5./Mortality-Concentrationregressionsofazukibeanweevils
S1101Vingmerelationoftl一eirageindaysafteremergencetotheir
susceptibilitytothecontactwithrBHCfilm.

アズキ./サムシ成虫の令とBEC感受性 虫を小瓶中位でとり出し.

育している系統である｡

飼育は,氾皮平均 30oC

の恒温宝中で,前記のコク

ゾウの場合と同様の方法で

内部の関係湿度を75%irU後

に調節してある飼育用シャ

ーレを用いて行った｡

予め,内部の湿度が75%

の容鮮中に2i那iI放田する

ことによって含水虫を調節

した小豆 (大納言)200gr

を直径12cm,拓き8cm

のシャーレに入れ,その

中にアズキゾウムシの成

虫(羽化当日のもの)200

対を放って産卵させ.前

記の条件で飼育し,柑ら

れた次世代の成虫を24時

間伝に節い別けた.

この成虫を,底の-LEi径

4cm,固さ7cmの小瓶

に,各瓶当り200匹詩才後

雌雄混合のまま分ち入れ,

口を寒冷紗でおおい,飼

育時と同様の氾湿度条件

(30oC,75%R.H.),昭

掛 こ近い状態で所定のtJも

試日まで降誕した｡火映

は羽化後5日日までの個

体について行った｡

なお,同一日に産卵さ

.れ 同一条件で銅だきれ

たアズキゾウムシでも,
羽化唄位によってBIIC

に対する感受性に変化の

あることがわかっている

ので (石缶･l11時の),

同一羽化日円に柑られた

成虫は設定されたすべて

の日令の共助に割当てら

れるJ:うに分配した｡

試験方法 :羽化脱山後

IVr正の日放を経過した成

TJ'd記のコクゾウの似合とは

は同様の方法で実験を行ったoすなわち,)ンデン

材料および方法 供試昆EhLぉよぴその飼育,併設条 (yBHC)をベンゾールに浴解して0.0001-0.004,ob,

作 :火映にJTlい1=j,ズキゾウムシは当研究所で長年鋼 の問で6段階の張度の浴紋を得,各没庇の塔紋0.1cc
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Table6. 1nETIccssllOIVfng lhcv.lrht王onofnZtlkLhenn lVeeVils.orIHftcrcnt;lgCSinthe
susccptihHityhIltIC.

鮎x 匝 霊 ,dacyhsmL :sgf認 T LC-m (,･i, I InovfCrL%茸 o

で,田径1.3cm.長さ10.5cmのガラス･チューブの

内壁を万過なく潤し,桁蝶を苅発させてBHCの皮膜

を作った各チューブに所Jqの日令のアズキゾウムシの

成虫を10匹前後,雅雄に分けて入れ チユー'クの口に

純栓を施し,30oCの恒温中に放超して,24時間後甲

殺虫率を調べた｡生血,死虫の区別はコクゾウの場合
と同様でくりかえしは15EllFlす後行った｡なれ この方

法によるとBHCの招作用は接触詔の外に燥蒸効只も

働いたものとみなされる｡

実験結 果 アズキゾウムシの成虫を,ベンゾール

沼紋の諮矧こよって生じたBHCの皮膜に24時間接

触せしめた後の殺虫結果を性別に各日令,沸度につい
て示すと節4衣のようになるO考究の都合上,自然死

亡率を^T3E10Tの方式に従て祁正し,Bl･TSSのProhit

法によって氾lIQ:-殺虫率の関係を砥粒に変換するとそ

のln]帰方程式は節5衣のようになる｡回帰両線の適合

腔を が によって検定すると,雄の4,5日臥 雌の3

日日を除いて他はことこと､くp--0.05以上で回揃直

綿が祝mlJ旧と抽出誤差の稚田内で一致することがわか

った｡

これらの回帰iEi緑によりLC-50および感受性の摂

印刷差を求めたものを耶6衣に示す｡雌のJ叩Cに対

するLC-50は日令の進行とともにはば屯線的に城少

し,雌の場合も弧少のWL向を示している｡この関係お

よび[.L.6受任の師叩'l桐詔の変化をみるために耶3図Aお

よび耶3回nを作った｡

# *

成iIlの%171Atとある雛刑に対する感受性との関係は,

すでに幾印かの見出 について調べ られてい る｡

sTM̂NTON.etal.(16)はイエバエ MzLSCadomesLl'ca

I..のfLq虫についてその日令と除虫菊 (spmy)に対

する感受性との関係を調べ,掛 イヽエバエはE]令の進

んだものよりも不易に痢沖に陥るが,殺虫は逆に日令

の進んだものの方が不易であり.抵抗性のm休変矧 ま

交Fa産卵の行われる口命がJaも大きいことを述べてい

る｡イエバエ MuscadomcsEz-latJicl'〝a T̂̂CqÛJtl)T

について DDTの粉剤をJT]いて行った珪沢(ll)の研兜

によると.イエバエの羽化後1～2日の帆肘よDDT

の致落下仰転効力に対して感受性がとびはなれて低く,

3-4日と上昇し,5口以後10日口くらいまで大きな

帽をもって上下に変動し.13日口から.'il政にTSくなる
ことを述べ,iJtlid:Ftiillとしては感受性の変動の少ない

4-9日日の個体を用いることがgZましいとしている｡
StIN(16)はコクスス トモ ドキ Tyl'botI'umcon/usum

DITV･,グラナ.)ヤコクゾウS7'LoPhiltJSgranW2'usL.,

コクゾウ S2'tophlhLSDry.-OCL.の成虫の日令と二硫

化庚芽:=の燥熟 こ対する感受性の変化をみているが,3

秤とも羽化脱出当時は感受性低く,それより急政に胴

し,その後の変動はきわめて横かである｡コクヌスト

モドキ T'iboZium.confustLmD17V･の成虫について

はさらに Gi,T'G.t'4'がシ7.ソ化水式の炊茶に対する感
受肘 ま日命が進むにつれてm大することを招じている｡
ゴキプt)の-和 PcriJ,la"Ptaamm'ca"a(L.)の城山の
r)DPI'れ tび除山前の 叩rayに対する感受性も邪い

山 (羽化1-4iulL.lJ)は小さく, F1分の;埋んだ山 (12

-24iqrLl'J)は大きい (lTtIKl･:Tu打̂(10J)｡同じ約文に.i

ればチャイロコメ3'ミムシグマシTenebrl'omoZiLorL.

では前記の謂例と傾向を矧 こし,I)DTおよび除虫菊

の spray に対して羽化1主劉和の成虫は感受性高く.

羽化4週間後に最も低く8週間になるとまた高くなる｡

キイロショウジョウバエ Droso♪hiLameZanogater

MJlrG7TNについて ScITUllIANぷ(1=hが調べたところに

よると,~パラチオンの接触寿に対する感受性は,羽化

後1日日から8日日頃に向って城少し,以後13日日ま
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で糊大の傾向をとる｡そして6-10日目では感受性の

topicalapplicationに対して感受性は雌雄ともに若

い成山が稲く,日令とともに急激に減少し,約5日で

以小llfLに述するとした.その後雄の感受性は速かに増

すが雌では朗=著でない..そしてこの DDT に対する

感受性の日令による増減はこの虫の呼吸のそれと逆の

幽係にあることを報じている.成虫が長期間にわたっ

て生存をつづけ,その間薬剤感受性の変化する昆虫と

して研兜されている､ものにはさらに後述のような種が

あるが.コガネムシの_1種 MeZotonLhahi♪pocastanl
F.では,DDTとBHCの粉剤にJ:る殺虫率は未成

熟成虫の万が,半成熱成虫および成熟成虫におけるよ

り高い (BF:RIl:2:IN̂ (1))｡

･著者の実験のコクゾウ成虫の日令とBIICの接触お

に対する感受性との関係は, これをLC-50によって

みると,そのIBが低いほど虫の感受性は高いことにな

るが,脱山当日から14日に向って感受性は増大し,21

日日で一旦減少し.28日日になると招びほぼ14日日の

水tSliまで脚大している (節3汲,第1図)0･･

t10!
T
t

:上
tZa
U

tZOU
T
t

:tI)a
T

T

I

T

:!
p

a
J

V
1う101!:O-11

Daysafteremergencel

FJ'g.
1
.
Mcdl'anlethalconcentr左tionand

st.ln(hJ･ddeviationofsuscepti])ilitytoBHC

conhCtOfricelVeeVilsinrelationlViththeir
;LtrCindaysafteremergeIICC.
SoljElline:Medianlcth.llconcentration.
1lrokcnline:Shndard(levjationofsus-

ccptihility.

Standarddeviationofsusceptibitity

これをSuN'167が二硫化以昇…の披講によって柑た

結栄と比較すると
,LC-
50はBHCの場合も二硫化炭

素の場合も7日日までは同じ憤向を示し減少しているi

その後は
,BHC
のLC-50ではまだかなり大きい変動

がみられるが
'二
硫化炭素の喝合は変動が小さくきわ

めて域かになっている｡つ
ぎに感受性の個体による散

らばりを示す感受性の偵準偏差(S岬の実験につい
てはmteoftoxicityの逆数を以て対応させる)杏
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みると.BHCの場合も二硫化炭素の似合も7日目ま

で同じ傾向で減少の一途をたどt),BHC では14日H

で一旦増大し以後28日目までは変動が少いが,二硫化

炭素では21日目も減少し,.28日目で増大している｡以

上の場合,BHCの詔作用は接触と煉誠の両作用が加

わったものと考えられるが,二硫化炭束の作用は純粋

に提議作用である｡

ところでこれらの薬剤に対する感受性0.日令による

変動の原因については,残念ながらこれを説朋する山

体の生理的,形態的変化に関するff料をもちあわせな

いが,BHCの作用に対しても二硫化成井…の煉諾作用

に対しても,とも,に羽化後2週間たらずのfLuに.IiL激に

感受性が増大するという共通現象がみられ,これらの

薬剤の作用に共通に抄饗を及ぼすと以われる代謝

の intensityの変化が想像される.

アズキゾウムシ成虫の日令とBHCに対する感受性

との関係をLC-50およびその逆数の比によってみ る

と約6表,符2図Aのように,雄では感受性は羽化脱

出後の経過日数とともにifi線的に増大する｡蛾ではか

なり不規則ではあるがやはり増大の傾向を示す｡

今その原因について考えてみると,.#剤感受性に形

1 2 1 4 ､～

DaysafteremergeIICe

Fig2･A･ Medianleth.alconcentration'to
BHC contactof azukilJean weevilsin

relationtotheirageindaysafteremergcncc.

13. StandarddeviAtionofsusceptト
bilitytoBHCcontactofazukibeanlVeCVils
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啓を及ぼす要因は,托山の出世的,形態的変化すなわ

ち代謝のintcnSityの文化,什成分のTI的爪的変化,

山の活九 交Tii雄811の彫野.迎瑚経の変化,I)呈出の川

弘 也TIの変化Ŝが考えられるが,これらのうらアズ

キゾウムシについて1rlられているのは相加である｡､

'平野 ･桝谷toEJによれば,30oCに好いて成虫 (聯JE

況合)の朋 汚肪含有屈は羽化脱山 寺の27%から日数の

経過とともに殆んど宙線的に減少し死亡時には7%と

なっている｡また清久のの研究でも粗脂肪含有率は,

羽化1日で堆27.35%,雌28.25%であるが,3日で

班24.83%,雌22:53,%.5日で雄16.76%,雌17.05

,cc'と日令とともに減少すると瑚ぜられている｡73HC

は肺肪可桁性で,昆虫の月日肋にも容易に節机きれるの

で,アズキゾウムシ成虫の日令の遊行と感受性の増大

(抵抗性の減少)は体脂肪の減少と何らかの閃迎があ

るように,liiわれる｡若者の実験条件とtt13久のそれとは

興ると.riiわれるが,今かりにHTJ久の只料をもとにした

粗脂肪含有率を縦軸にとり,税印に著者の実験でえら

れたrmCに対するLCl50をJ:ると節3図のように

なる｡それによると雌では粗脂肪含有率とLC-50と

の間にtEi緑的関係が存することになるが,蛾の場合は

折れる｡何れにしても粗脂肪含有率の城少 とLC-50

の減少は関迎するといえよう｡

'●
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Fig.3. 】ミelation7)ehveenage,crudefat
content(KIYOKU 19r)LIJ)and mとdian letl-al
coneentmtiontolHICcontactofazukiheLln
lVCL･Vi1.

･○:lst(hy.Ttftt3rCmL･rLrcnCC
.▲:.'inI(hy.'lrtertJmerJreTICL･●.'T7thdayaftercrncrfrCncc
なれ fadl体の月別)3台1JHltと出講;･系イf機合llq殺虫剤
に対する出の感受化とのJ父順 は蛾人かの研死者にJ:つ

て知られておt),カメムシの-柑Il.urygaStCrJ'ntCgTi-

cepsPL'T. の,姓即的に只なる印々の時刑のhq山に

ついて子jった F仙 Orl.()V ctal･(3) や SIZUAqAh'(JV

那 20懲-1Y

ctnl.(ll)の研兜によると,この カメムシ成山の
r)r)T旭女性のfn減は別 行肪介イJF;tのm純 と逆のtW
係にあることがわかる｡すなわちljR肌のIHimが行われ

つつある羽化後IL'Jもない[HjJ抑こはT)I)Tに対して!.JSTT:je

作が大きく,脂肪缶布串のIidも拙､越冬場桝への爪糊
時には T)r)TはiL頂 的には効かない｡iミ7てI.u･:nct

al.{12'がワタゾウムシIA〝tFLOnOWluSgranLtisllollに

ついて調べたところによると,例 話肋の合イ了見の相加

はこの虫の toxapheneに対する抵抗性の糊加とよく

一致するが,他の相を告する鱗週目苦虫を用いた実験

では脂肪含有虫と抵抗性との間には何らの由係もみら､

れなかったということがあり,畔に脂肪含有塁だけで
決淀的なことをいいかねるのは勿論である. BT;Rm

〕etal.巾 はハムシの一種 Agel乙SLlcaaZni(L･)につ

いて DDT粉剤に対する抵抗性を調べ, 同時に脂肪

含有率 と呼吸の intensity とのBg速を示しているO

すなわち越冬糊所へはいろうとしモいる若い成虫は抵

抗性がかなり訂古く.その時の別 行肪含有率は滋大であ

るが呼吸の intensityはかなり7.-drい｡未払rt性の段も高

いのは越冬を撃った成山で朋RJJ'合ィJ確りま砧 く呼吸の
jntcEnsityは点も低い｡碓卵を完了した雌は脂肪含有

率Lilも低く.呼吸の intc･nsityは招粥で紙抗性は寂も
低い｡

石fT･Tii崎(6)はアズキゾウムシ城山の乾燥体3Eと

BHCに対する紙抗性について言及し.休講が増大す

ればLC150のTlr(もfnすことを示している｡ 朽久¢)に､

よればこの山の成illはIl令が巡むにつれて乾燥体鼠

生休3Itを減少するが.r]令の進行にともなうIiHCに･一

対する感受性の和犬もこれと関迎ずけて考えられるO

'山の迎瑚状悠については,精密な実験を行ったわけ

ではないが.観察では5日目までは著しい変化を認め

なかった｡

雌の感受性の変化はかなり不規則であるが,その原

1司は不明で,ガラスの小瓶に虫のみを入れて保正した

ため正常な産卵は認められなかった｡

この実験で供試したのはコ●クゾウとアズキゾウムシ

であるが,前者は羽化脱日掛5!允を行い.1日lCTLJB受

粗 ま羽化筏凱n巾に-11羽化当nの約.'川ほ で州大し･
その牧変朔なつづけるのに比べて,羽化絶食物を1,T!ら

ないアズキゾ･)ムシ城山では,!･.16望牡は一万rYJにm大

の帆Jllをホすことは弼昧ある対比であるoその原因に

ついては北川の城を山ないが,脂肪 .̂芋'の維成分の消費

補給における和間差異等がまず考えられる｡

殺虫剤の効力検定に昆虫を供試する場合,/非剤感受

性の安正する時期 (日令)があればその時期の個休を

用いることが望ましく,またそのような時期が長く拭

けばそのJg3FLu串の幾日かにわたる個体をN5めて望まし
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いtJも溺昆虫を多良にうることも可舵である｡BHCに､
対するコクゾウ成虫の感受性の日令による変動は前記

のJ:うに,28日までの間では安定する時期がみられず,

柑 こVt粥に望ましいというような日令は見当らなかっ
た｡

アズキゾウムシの成虫を生物検定に用いる場合には,

羽化1日日の虫に比べて2日日以後の虫ではBHCに

刈する感受性が大きく上昇していること,また1日日

の出をtJも試する勘合でも雌は雄に比べて感受性が低く
(約0.85倍), 感受性の培準嗣差が大きい点に留意す

る必要がある｡

摘 要

(1) コクゾウとアズキゾウムシの城虫の 日令 と

13HC感受性との関係を,BHCの紬脱を内壁に展開

したガラス･チューブをFT]い,抜触態蒸法によって調

べた｡

(2) コクゾウ:配収2ilOC,関係湿皮､75,00', 玄米を

用いて飼育し.r'']じ条件で保誠したコクゾウ成虫 (雌

雄混合)のmiCl.B受性を LC-50の逆数の比によっ

て比校すると.羽化脱出1日日,3日日.7日ET,,14

日日,21日H,28日目に対してそれぞれ100,145,

184,283,1･55,121XJとなった｡

C3) アズキゾウムシ:氾皮30ot,潤 係湿度75%,

アズキをFT]いて飼持し,同一の温湿度,暗掛 こ近い条
件下で,底の垣径4cm,絹さ7cmのガラス瓶に昭雄

混合のまま約200匹ずつ入れて保証したアズキゾウム

シ成虫の 13HC感受性をLC-50の逆数の比によって ･

比較すると,感受性は羽化脱出lEl日,2日EL 3日

臥 4日日,5日目に対して,雌では 100,148,145,

305,341と土田大し,柾では100,116,175,272,367

とはばむ線的に増大するO

(Ll) アズキゾウムシ成虫の日令の進行にともなう感 '
受仕の和犬を体脂肪の減少に結びつけて考炎した｡ .

(5) 上記の郵実は,穀虫剤による両班害虫の駆除な

らびに,牧山刑q)これらの昆虫を用いて行う生物検定 J
にわいて考はすべき事項であるO
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Rdsumd

Therelationshipoftheage,asreprc占ented

bythedayafteremergence,oftheadultsoL

ricelVeeVil, Si102hltusory_～aeL., and azuki

bean lVeeVil, CaZZosobTuChuschillellSisL., to
theirsusceptibilitytoBHCwasstudied.Thcsc

tlVOIVeeVilslVereSelectedastherepresentatives

ofthespecieswhichfeedor.feednotdllringI
adultstage.

RiceWeevillVaSrearedundertlleCOnけolled

conditionoftemperature(29oC)andhumidity∫
(75%rclativelhumidity)onunpolishも｡rice.The

emergedadultsweresiftedcyery(hyfromricel
grainsanllWCrCkeptunderthes.lmCeOhdition

untiltesting.TileSusceptibilitylV;15examined

hy bringing 'thcsellreel･ilsintocontLICtWith

B‖C film lVithinaslnallvialfor48hours.

The lyeeVilswereused forthestudy with

mixedsexes.I
IfthesusceptibilitytoliHCofthisIVeeVilat
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different.～gesispTCSCnted.lStheJ'nvcrscmtio

ofthemcdhnlcthlconccntrntionoflhcinse-

cticidesoluHrJnuse(lform.lkinfIlHICLjlminside

thevi.ll,itflucttlatCdas100,145.184.B3,155

and2I.XJ,correspondingtothe.lgeSOf1,3,7,

14,2land28d.lySafteremergence.TJle■fluctu-

ationofsusceptibilitytJPtO7a;Lysafteremer-

genceseems･somiwhatsimihrtowhatSUN

(lM7)'hsfound with'this weevilin the

fumigationtestlVith carbon distllphide,hdt.

aftertllatperiodsusceptibilitytoliHCfluctu-

atesmorethanth;tttocaェhondisulphide.

IAzukibe.lnlVeCVillVaSrearedtJndcrthecon-

trolled condition of temperature(30oC)and

humidity(76%relativehumidity)onDこIinagon

aztlkibeans.TheemergedadultsIVCreSifted

everydayan'dkeptinthedark-withoutprovid-

ingbeanstopreyenttheir.ovIPOSition.They

lVerebroughtintocontacトIVithlilIC Film t}y

thesamemetho(IlVjthricelVeCVilonevery(hy

afteremergence.

TlleSllSCeptibilityofthisWccviltolmCInS

prcSCntCdhytheinverseratiooLthemc(lhn

lctJhlconcentrationsafter24JIOurSCOnt.let,
Lluctu.ltC(I.lS100,116,175,272and3671Vith

m.llc,Llnd.lS100,148,145,305and341rWith

4and5(laysaftercmergence･Withbothsexes･1'
thesusceptibilityincreasedwiththeage,land

lVithmaleitincreasedlinearlyWith､theageン

ItllaSalreadybeenpointedbyotherauthors

(lI川 N̂OandUh1f;Ŷ,1'J53;KIY()ZEU,1955)that
thefatcontentofthiswccvildecreAsesLwithth占

agclandpresentauthorconsideredtheinc-Tease

ofsusceptibilitytoT王HCIViththischangein

fatcontent.

OntheGrowthoftheEeadCapstlleBetweenlnstarsinI.arvaeoftheCabbage

Armyworm,Ba,aEh,aa,ass;cueL Problemson_the】】reedingoflnsectsforBJ'01ogical.

Assay oflnsecticides･PXII Sumio･N Ĉ!̂Ŝ､'̂ (TakeiLaboratory･Institutefor

1955.(WithEngli;hresume. _136).

21..ヨトウガの幼虫の令期間における頭部の成長について 殺虫剤の生物試験用昆虫

の飼育にかんする諸間頓 第11報 長沢純夫 (京都大学化学研兜嘩 附 研究室)30･10･22受理

計トサガの幼虫を,一定の環境条件下<信体別に飼育し それらの物情を逐次測定Lた結果か-:
ら,令期間における成長の度合を.lJ､榎本統計b理論にもと:9･いて考轟!した｡･て･ i

･Ⅰ.緒 言

･ヨトウガ BaT:alhTabrassicoeL.の幼虫期におけ

る9Tl部の成長については,興味ある結果が,さきに三

川(8)および平田(6)によってまったく時をおなじくして

報告されナ土 すなわち,三田はひとつの飼育#三田から,

何日任意に20匹づつとり.llル てそれらの頭相を測定し,

その耕邪をもととして,成氏のf.R式を論じた,一方平

田は,1令からr'巾までは帆iE･;nを,6命は兜死個体

の朗部を材抑こしてそれらの洲 t絶 tLrJ'JkL,その統爪

を考黙している｡_Art捌よこのたび57は 化糊のそれにつ

いて.-,との印税卿Hlで ml本別脚沌 わとTJい,そ
れらの5'Mnを逐次測;i:する機会をもったが.･-Cのfl't'n!

をここにかかけて.おもに爺Jt那UのJLqLiの皮分別 ､tl'Jq
木統計の理論にもとづいてiSl黙し,あわせて先学~打の

胡缶との比較をおこなうこととする.

本文にはいる書手さきだち,この小実験をおこなうに

あた?て,いろいろと御助力いただいた紫四秒田子蛾

に拝謝の意を=-&する次邪である｡;

ⅠⅠ..測定材料および測定方法 .

こらでbu)i:をおこなった村柑よ,lt･76-･Lf.:'J月上付に

栽培地において採Llル た,耶'1化刑のひとつの即妙 こ

出発するもので,lJ月14口卿化のrlから,虻i径3.0cm,

才●古さ1.5cmのペ トリ⊥シャーレに1胴体づつい叫て,

F.1炊約25oC,関係配虻約8rJ%の環境条件下で,Lコマ

ツナ,を伽として飼育した.軌田のgtTl定は,,毎日,一定時

刻にオキユラーミクロメ.-タT'を装損した双眼田微銭

にJ:つて才占こなつた.tlおこの際に食餌依物は,新郎

1なものととりかえるようにした｡･ Er
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